
・「乗法定理」についてについて
乗法定理(6.2)               

   1.   (8.4)から(8.5)が「乗法定理の逆」とは逆」とは」についてとは...
                                     (8.4)

                           (8.5)

            とみなすと(共通な条件を省略して書くとな条件を省略して書くとを省略して書くと省略して書くとして書くとくと)、
  乗法定理: 

   これを省略して書くと変形して して   左がが(8.4), 右がが(8.5)

    2.  (8.6)が(6.2)の逆」とは左が,  (8.7)が(6.2)  の逆」とは右が ( )
    3.  (8.9)の逆」とは が(6.2)の逆」とは左が、(8.10)の逆」とは が右が
                   

・「周辺化」についてについて
   　周辺化 (6.7)             

        周辺化は(6.7)の逆」とは右が式を左式に変換する、というものを省略して書くと左が式を左式に変換する、というものに変換する、というものする、というもの逆」とは
     条件を省略して書くと を省略して書くと省略して書くとして考えるとえると
     (8.8)式を左式に変換する、というものの逆」とは  は(6.7)の逆」とは左が ( と考えるとえる)
    (8.9)式を左式に変換する、というものの逆」とは  が(6.7)の逆」とは右が ( と考えるとえる) 

・(8.6)の逆」とは変形して について
　  は、時刻 tにおいて、観測列 と行動列 に基づいて状態づいて状態 を省略して書くと
推定するための逆」とはもの逆」とは(それぞれの逆」とは候補に対して確率が与えられる）に対して確率が与えられる）して確率が与えられる）が与えられる）えられる）
　　ここでは、 の逆」とは正確な値よりも、よりも、(状態 の逆」とは候補に対して確率が与えられる）の逆」とは集合をを省略して書くと とすると)

の逆」とは最も大きな値を与える状態も大きな値を与える状態きな値よりも、を省略して書くと与えられる）える状態(別な書き方をすればな書くとき方をすればを省略して書くとすれば )を省略して書くと求めたいめたい
　　(8.5)において 
       この逆」とは分母は、状態は、状態 の逆」とは候補に対して確率が与えられる）すべてに共通な条件を省略して書くと(分母は、状態は に依存せず、観測せず、観測 だけに依存せず、観測、そしてこれ
は候補に対して確率が与えられる）すべてに共通な条件を省略して書くと）。したがって、状態したがって、状態 の逆」とは候補に対して確率が与えられる）はみな  
       (具体的に書けば、 状態に書くとけば、 状態 の逆」とは候補に対して確率が与えられる）の逆」とは集合をを省略して書くと とすると 

)
 ちなみに (8.13)で　   と置いて、「いて、「 に比例する値」と書いたのは上のことする値よりも、」についてと書くといたの逆」とはは上のことの逆」とはこと
 さらに言えば、状態えば、状態 の逆」とは候補に対して確率が与えられる）の逆」とは集合をを省略して書くと とすると、  と言えば、状態える
・(8.10)から(8.11)  「マルコフ性」を用いた性」を用いた」についてを省略して書くと用いたいた
　　ここでマルコフ性」を用いた性」を用いたとは、時刻 tの逆」とは状態 がその逆」とは前(時刻 t-1)の逆」とは状態 と行動 だけで決まるまる、
という「仮定」についてである(問題を簡単にするためのもの）を省略して書くと簡単にするためのもの）にするための逆」とはもの逆」とは）

これによると、  は とかける(状態 と行動
以外の条件、つまり の逆」とは条件を省略して書くと、つまり が取り除かれたり除かれたかれた)。したがって、状態これは状態遷移確率が与えられる）にほかならない

・(8.12)   は、状態 において観測 が得られる『観測確率』られる『観測確率』観測確率が与えられる）』
・(8.11)から(8.12)    は と書くとき換する、というものえられる

において、tを省略して書くと t−1 で書くとき換する、というものえたもの逆」とは


